














　英語は、国際共通語としての地球規模的普及を背景に common language, 
































































































































































































































　授業実施期間：2012年 9月末～ 2013年 1月末迄 （90分×15回講義）
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音声学入門」によると、母音の数は 30個（短母音 6個、長母音 5個、二重母音 11個、
三重母音 3個、弱母音 5個）である。
⑺　IPA（International Phonetic Alphabet）は国際音声記号のことであり、世界中のあ
らゆる言語の音声を記号によって表記したもの。音声を記号化し、調音点と調音方法で
日本の英語教育における盲点（太田かおり）
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どのような音であるかを説明している。
⑻　脚注⑹を参照のこと。本稿では、英語の母音の数については 30個という見解を支持し
ている。
